
 

 

 

 

Ⅳ．緑地の配置方針 

 

 

 

 

  みどりのネットワークにおける緑地の配置方針 

   １ 生態系ネットワーク（生態系の連続性）における緑地の配置方針 

   ２ 景観ネットワークにおける緑地の配置方針           

   ３ コミュニティ・ネットワークにおける緑地の配置方針      
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みどりのネットワークにおける緑地の配置方針 
 

 みどりの基本計画のテーマである『人と「みどり」の環が広がるまち 山形』を

実現させるために、環＝ネットワークと捉え、基本方針及び計画の目標を踏まえた

うえで、「環境の保全及び改善（生態系の保全）」「景観形成」「コミュニティの形成」

の３つの「みどり」の役割別のネットワークにおける緑地の配置方針を以下に示し

ます。 

 

 

11  生生態態系系ネネッットトワワーークク（（生生態態系系のの連連続続性性））ににおおけけるる緑緑地地のの配配置置方方針針    

生物が生息・生育する基盤・拠点となるみどりを保全し、河川や山形五堰、道

路の街路樹などにより結びつけ、生態系を保全するためのネットワーク形成を図

ります。 

 

 

①生態系の生息・生育環境である「みどり」をまもる  

  森林や田園、社寺林や公園など、生物が生息・生育 

 する環境を有するみどりは、生物が生き続けるために 

 重要なものであり、ネットワークの拠点と考えます。 

 これらの大切なみどりの保全を図ります。 

 

 

②連続性を確保する「みどり」をまもる  

  河川や山形五堰、街路樹などは、生物の生息・生育に適した空間に広がりと連

続性（つながり）を持たせ、生息地と生息地を結びつけるために重要なものであ

り、ネットワークの軸と考えます。河川や山形五堰における自然環境の保全、道

路における街路樹の適正な維持管理によるみどりの保全を図ります。 

 

 

渡り蝶アサギマダラ（山形市野草園） 
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22  景景観観ネネッットトワワーーククににおおけけるる緑緑地地のの配配置置方方針針    

市街地を取り囲む森林や田園を山形市における景観の骨格・基本として保全 

し、社寺林などの樹林、公園や公共公益施設の「みどり」などによる地域ごとの 

特色ある景観を、河川や道路などの「みどり」により結びつけ、美しい景観のネ 

ットワーク形成を図ります。 

 

 

①市街地を取り囲む「みどり」をまもる 

  市街地を取り囲む森林や田園については、良好な景観であると同時に、山形市

をイメージする代表的な景観として、ネットワークにおける骨格・基本と考えま

す。この大切なみどりの保全を図ります。 

 

 

②地域の特色ある景観をつくる 

  地域のランドマークとなるような社寺林などは、地域の景観として重要なもの

であり、公園や公共公益施設などとともに樹木や花による緑化を促進しながら広

がりを持たせることで、ネットワークの拠点と考えます。地域ごとの特色ある景

観づくりを図ります。 

 

 

③河川や道路の「みどり」をまもる 

  市街地を流れる馬見ヶ崎川や須川など、自然環境豊 

 かな河川は景観を形づくるうえで重要なものであり、 

同じように市街地における大切なみどりである山形五 

堰や道路の街路樹などとともに、拠点を結びつけるネ 

ットワークの軸と考えます。適正な維持管理による保 

全を図ります。 

 

 

④花による美しい景観をつくる 

  住宅地・工業地・商業地などに花壇やプランターの設置を促進することで、花

による連続的な街並みもネットワークの軸と考えます。花による美しい景観の創

出を図ります。 

 

 

 

道路の緑化 
（市道東北芸術工科大学正門線） 
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33  ココミミュュニニテティィ・・ネネッットトワワーーククににおおけけるる緑緑地地のの配配置置方方針針    

 地域における緑化活動などから、新たな人間関係の「環」を広げ、より多くの 

人々の交流とふれあいを通し、生活の質の向上と豊かな社会づくりのためのネ 

ットワーク形成を図ります。 

 

 

①協働により「みどり」をつくる 

  みどりをつくるためには市民の参加が不可欠です。公園や公共公益施設など身

近な施設における緑化活動をネットワークの拠点と考えます。市民とともに緑化

推進を図ります。 

 

 

②歴史・文化資源を活かした交流の場をつくる 

  山形城跡など市街地の歴史・文化資源には多くの 

 人が訪れます。また、地域においても様々な歴史・ 

文化資源が残されています。 

  これらの交流が生まれる場をネットワークの拠点 

 と考えます。歴史・文化資源の敷地内についての緑 

化を促進し、より多くの交流の場の創出を図ります。 

  

 

③住宅地の庭を活用した交流の場をつくる 

  近年、オープンガーデンのような美しい庭が注目を集めるようになっており、

庭を訪れる人たちによる新しい交流が生まれています。このような場もネットワ

ークの拠点と考えます。住宅地などにおいて、その取り組みを支援しながら、新

たな交流の場の創出を図ります。 

 

 

④支援体制をつくる 

  緑化活動を通した人々の交流やふれあいの広がり、河川や道路への緑化活動の

広がりをネットワークの軸と考えます。緑化活動の促進と広がりを持たせるため、

花苗の配布など市民のニーズに合った支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

歴史・文化資源 
（山形県郷土館「文翔館」） 
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森林エリア 

森林エリア 

森林エリア 

田園エリア 

田園エリア 

田園エリア 

　骨格となる森林・田園

　拠点となる「みどり」

　軸となる道路

　軸となる河川

　「みどり」の拠点イメージ

　「みどり」の軸イメージ

図４－１ ネットワークのイメージ図 


